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令和9年度予算・政策に関する要望書

高齢化の進展に伴う患者像の複雑化、地域包括ケアシステムの推進により、人々の療養の

場が広がっています。これらの変化等に対応するため、保健師助産師看護師学校養成所指

定規則が改正され、令和4年度から看護師・保健師・助産師課程に必要な単位数がそれぞれ

引き上げられました。しかしながら、看護系大学においては、学部において保健師や助産師教

育と併せて看護師教育を行う統合カリキュラムが末だに多くを占めています。各課程に必要な

単位の読み替えを行っており、看護師・保健師・助産師いずれの教育においても十分な時間

を確保できないことから、卒業までに必要な学びや経験ができなかったり、到達レベルに達し

ていない学生が少なくない状況があります。

我が国において労働人口が急速に減少する中、複雑な背景をもつ多くの患者、療養者、妊

婦及びじょく婦の保健・医療ニーズに対応し続けるためには、保健師・助産師・看護師一人ひ

とりが高い実践能力を有していることが不可欠です。少子化及び大学志向の高まりにより、近

年、看護系大学は看護師等養成所を上回る卒業生を輩出しています。看護師養成所におい

ては受験者数・定員充足率が大幅に低下しており、看護職養成における大学・大学院の役割

は益々重要となっています。

社会から期待される役割を果たせる保健師・助産師・看護師を確保しつづけるため、令和9

年度予算案等の編成、政策の策定にあたっては、以下の事項につきまして、格別のご高配を

賜りますよう要望いたします。

要望事項

1.大学における4年間の看護師基礎教育の推進

2．保健師基礎教育の大学院化

3.助産師基礎教育の大学院化
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